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【要旨】

当センターでは、2005年2月 から車載型のマルチスライスCTに よる肺癌検診 を始めた。

今回は、この初期成績を報告する。対象は2007年3月 までに低線量肺CT検 診を受診 した

者 とし、当セ ンターの人間 ドックによるCT検 診は含まないこととした。CT装 置は 日立メデ

ィコ社製4列 のマルチディテクターを使用 し、条件は 「低線量CTに よる肺癌検診の手引き」

に基づ き撮影 した。読影は遠隔読影システムによるシングル読影で行った。

全体で、のべ7,653名 受診 し、男性4,491名 、女性3,162名 であった。平均年齢は56.4歳

であった。初回受診者は6,106名 、経年受診者は1,547名 で経年受診率は20%で あった。

要精検者数は全体で790名 、初回受診群は644名 、経年受診群は146名 であった。要精検

率は全体で10.3%、 初回受診群10.5%、 経年受診群9.4%で あった。制度管理ガイ ドライ ン

によると初回受診8%以 下、経年受診で5%以 下が望ましいとあ り、当センターでは特に経

年受診の要精検率が高率である。原因として、遠隔読影システムで読影を行ってお り、比較

読影が困難であることが考えられる。精検受診者数は全体で563名 、初回受診は458名 、経

年受診は105名 で、精検受診率は全体で71.3%、 初回受診は71.1%、 経年受診は71.9%で

あった。発見癌数は11例 で、発見率は0.14%と 他の施設と比較 しても低率であった。原因

として、精検受診率の低値が挙げられ、精検受診率の向上を図らなければな らい。今後 検

診対象者の絞込み、要精検率の改善、精検後の追跡システムと精検施設との連携、施設基準

を満 たす精密検査施設への勧奨など課題は山積である。

キーワー ド=車 載 型CT、 マルチスライスCT、 肺癌検診

【はじめに】

当センターでは、肺癌の 「早期発見 ・

早期治療」を目標に、2005年2月 から

車載型のマルチスライス ㏄ による低線

量肺CT検 診を始めた。 これにより、広

範囲な地域の方に低線量肺CT検 診の受

診が可能 となった。

今回は検診が稼動 した、2005年2月

から2007年3月 までの成績をまとめた

ので報告する。

【対象と方法1

低線量肺CT検 診を承認 した自治体、企

業、JA支 所で、2005年2月 から2007年

3月 までに低線量肺CT検 診を受診 した者

を対象とし、(ただし、当センターの人間

ドックは含まない)性 別および初回受診群

と経年受診群との比較も加えた。ここでの

初回受診とは当センターにおいて過去5年

以内に低線量CT検 診及び ドックでCT検

査を受診していない者とした。

マルチスライス ㏄ は日立メディコ社製

ROBUSTの4列 のマルチディテクターを
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使用 した。CT撮 影条件は 「低線量CTに

よる肺癌検診の手引き」Pに 基づき、管電

圧120kV、 管電流50mAに 設定 し、スラ

イス厚2.5mmの5.Omm再 構成で撮影 し

撮影されCT画 像は、 日立製画像管

理サーバWeViewにDICOM規 格で管理

され、そこか らInfocom社 製の遠隔読影シ

ステムで読影センターに画像を送信 し、読

影はシングル読影で行った。

判定は 「肺がん取 り扱い規約」2)に 基

づくカテゴリーで判定 した。

【結剰

10市 町村、2企 業、9JA支 所で検診を

実施した。のべ7,653名 が受診 し、男性が

4,491名 、女性が3,162名 で男女比は59:

49で あった。年度別ではほ劇 音のペースで

増加 し、年歯捌 では50歳 代が最も多 く受

診 していた(表1)。 平均年齢は全体で564

歳 男性55.7歳 、女性56.4歳 であった。

初回受診者数は6,106名 、経年受診者

数は1,547名 で経年受診率は20.2%で あっ

要精検者数は全体で790名、 要精検率

は10.3%で あった。男如llで は、男性が444

名で9.9%、 女性が346名 で10.9%で あっ

た。受診歴別では初回受診群が644名 で

10.5%、経年受診群が146名 で9.4%で あっ

精検受診者数は全体で563名 、精検受診

率は71.3%で あり、男女別では男性が310

名で69。8%、 女性が253名 で73.1%で あっ

た。受診歴別では初回受診群が458名 で

71.1%、 経年受診群が105名 で71.9%で あ

った。

検診結果では 「B」"異常な し"が5174

名(s7.s%)、 ℃」"異常所見を認めるが精査

を要さない"が1689名(22.1%〉 、「D1」"活

動性肺結核を考える"が3名(0.04%)、 「D2」

"肺炎な ど活動性非肺結核性病変"が83

名(1.1%)、 「D3」"循 環器疾患"が17名

(0.2%)、 「D4」"その他精査を必要 とす るも

の(縦 隔腫瘍な ど)"が226名(3.0%)、 「E1」
fG肺M

a㎏nancy否 定できず'が441名

(5.8%)、「E2」"肺Malignancyを 強 く疑 う"

が20名(0.3%)で あった。(表2)

精検結果より発見がん数は11例 で、発

見率は0.14%で あった。原発肺がんが10

例、甲状腺がん原発の転移性肺がんが1例

見つか り(図1)、 男女別で見ると原発肺

がんは男性に8例 、女性に2例 であった。

受診歴別では、初回受診に9例 、経年受診

に1例 であった。(表4)

肺がんの詳細は腺がんが7例 、未分化が

んが1例 、不明が2例 であり、扁平上皮が

んは認めなかった(表5)。

【考察】

「CT検 診精度管理ガイ ドライン」3}で

は、ベネフィッ ト・リスク比を考慮すると、

「50歳以上を対象 とする」とある。今回の

結果では表1よ り、50歳 未満の受診者 は、

2325名 で全体の30.4%を 占めている。今

後はガイ ドライ ンに沿 った対象年齢の絞

込み等を行い、検診効果を高めていかなけ

ればならない。

要精検率は 「CT検 診精度管理ガiードラ

イン」3)に よると初回受診が8%以 下、経

年受診で5%以 下が望ましい」 とある。当

センターでは特に経年受診の要精検率が

9.4%と 高めである。これは遠隔読影システ

ムを用いているため、比較読影が困難であ

ることが一因として挙げられる。この改善

策 として2007年9月 から要精検者に対 し

て当セ ンターにて比較読影 をする対策 を

行っている。

当セ ン ター におい て、がん発 見率 は

0.14%で あった。対象者が限定されている

が、いくっか他施設でのCT検 診車による
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初期成績での発見率が報告されている。長

野プロジェク トでは0.47%、JA長 野では

0.54%、 日立健康管理センターでは0.47%、

ノ」・林 らによると0.36%で あ り4)-6)、当セ ン

ターの発見率は他施設に比べ低率であっ

た。原因の一つ は精検 受診率の低 さが指摘

できる。全体の精検受診率は71.3%と 高く

なく、特に 「肺がんに対する精査が必 要」

なカテゴリーE1お よびE2の 精検受診率は

表3よ り75.3%、85.0%で あ り受診率の向

上を図 らなければな らない。また、発見数

10例 の うち9例 が初回受診群である、その

受診率も71.1%と 経年受診群 より低い。さ

らに、肺がんの罹患率が高いとされる50

歳以上の精検受診率 も低く、検討 していか

なければならない。

図1よ り肺がん疑いが発見がんの3倍 近

い27例 あり、結節影 ・腫瘤影の返答 も26

例 あ った。 こ うした確 定診断が つかず

followupと なる例が数多 くあるので、精検

施設 との連携 を図 り、追跡調査を確実に行

うことも発見率向上に大き く関わって く

ると考えられ る。

また、ガイ ドラインに沿った精密検査施

設の要件 を満たす受診勧奨 も必要 と考え

る。

最後 に今回の成績をまとめる中で詳細

の不明な点が多 くあった。健診 センターの

弱点 として治療機 関とのコミュニケーシ

ョンが取 りにくく、返書が帰ってこないこ

とが多くある。治療機関から確実に詳 しい

返書をいただきたい。
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【結語】

低線量肺CT健 診における初期成績を報

告した。7653名 受診し、肺がん発見数は

11例 で、発見率は0.14%で あった。発見

率が他施設と比べ低率で、検討課題が山積

である。
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表1年度別受診者数

i寿2年 齢別 カテ ゴリー割合

表3カ テゴリー別精検受診者、発見癌
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Z肺 がん

口肺がん羅い

ロ転移性 肺腫瘍

ロ肉芽腫

目非定 型航醸菌症

口胸部結節影 ・腫瘤

ロ胸腺腫瘍

魍循環器疾患

口その他の肺疾患

国肺以外の病変

目異常な し

図1精 検結果割合

表4男 女別受診歴別精検結果

精検結果
男亙別一

男性
一 』寸¶一h　一一

女性

堂診歴別

肺がん

肺がん疑い

車云移†生月市月重瘍

肉芽腫

非定型抗酸菌症

胸部結節影 ・腫瘤

胸 腺腫瘍

循環器疾患

その他 の肺疾患

肺以外の病変

異常なし
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表５　肺がんの詳細

症例 組織型 喫 煙 指 数Stage c-TNM 処置 カテコ"リーCTで 象

1

2

3

4

5

6

7

S

9

10

11

腺がん

腺がん

腺がん

腺がん

腺がん

腺がん

腺がん

未分化がん

転移性がん
(甲状腺)

不明

不日旧

495

340

90

300

0

1890

760

1200

0

400

700

IATINOMO

IA

IA

1皿A

皿B

皿B

不 明

皿B

不明

不 明

不 日月

TINOMl

TINOM2

T2N2MO

TIN3MO

T4N2MO

不明

T3N3MO

不明

不明

不日月

手術

手術

手術

手術

化学療法

不明

手術

化学療法

手 術

不 日月

E2

E2

E2

E2

E1

E2

E1

U2

E2

E2

E1

Solid

Mixed

Pyre

Solid

Solid

Solid

Mixed

浸 潤 影

Solid

Mixed

浸潤影
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